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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年2月18日(2010.2.18)

【公開番号】特開2008-80163(P2008-80163A)
【公開日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-014
【出願番号】特願2007-326988(P2007-326988)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３５２Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月25日(2009.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技場における不正行為検出装置であって、
　遊技台に流入されて入賞の結果払出される遊技媒体数に対応する第１の数量データと、
　前記遊技台から遊技台外部へ流出された遊技媒体数である第２の数量データと、
　前記遊技台毎に配設された遊技媒体貸出機で貸し出された遊技媒体数である第３の数量
データと、
　遊技客が前記遊技台から取出した遊技媒体であって所定の操作で再遊技可能な遊技媒体
の数量を前記遊技台毎に計数した計数値である第４の数量データと、
　に基づいて不正行為の有無を判断した結果、不正行為有りと判断された場合、警告信号
を出力する不正判断手段を備えた不正行為検出装置。
【請求項２】
　遊技場における不正行為検出装置であって、
　遊技客が預け入れた遊技媒体の数量データを、前記遊技客毎に設定された口座として管
理し、
　遊技台に流入されて入賞の結果払出される遊技媒体数に対応する第１の数量データと、
　前記遊技台から遊技台外部へ流出された遊技媒体数である第２の数量データと、
　遊技客が遊技するために、自己の口座に残っている数量内で数量または金額を指定して
遊技媒体の引出を行った遊技媒体の数量である第３の数量データと、
　遊技客が前記遊技台から取出した遊技媒体であって所定の操作で再遊技可能な遊技媒体
の数量を前記遊技台毎に計数した計数値である第４の数量データと、
　に基づいて不正行為の有無を判断した結果、不正行為有りと判断された場合、警告信号
を出力する不正判断手段を備えた不正行為検出装置。
【請求項３】
　遊技媒体貸出用の記録媒体を受け付け、該記録媒体に基づいて貸出された遊技媒体数で
ある第５の数量データをさらに管理し、
　前記第１乃至第４の数量データに加えて前記第５の数量データに基づいて不正行為の有
無を判断する請求項２に記載の不正行為検出装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】不正行為検出装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　即ち、本発明によれば、
　遊技場における不正行為検出装置であって、
　遊技台に流入されて入賞の結果払出される遊技媒体数に対応する第１の数量データと、
　前記遊技台から遊技台外部へ流出された遊技媒体数である第２の数量データと、
　前記遊技台毎に配設された遊技媒体貸出機で貸し出された遊技媒体数である第３の数量
データと、
　遊技客が前記遊技台から取出した遊技媒体であって所定の操作で再遊技可能な遊技媒体
の数量を前記遊技台毎に計数した計数値である第４の数量データと、
　に基づいて不正行為の有無を判断した結果、不正行為有りと判断された場合、警告信号
を出力する不正判断手段を備えた不正行為検出装置が提供される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明によれば、
　遊技場における不正行為検出装置であって、
　遊技客が預け入れた遊技媒体の数量データを、前記遊技客毎に設定された口座として管
理し、
　遊技台に流入されて入賞の結果払出される遊技媒体数に対応する第１の数量データと、
　前記遊技台から遊技台外部へ流出された遊技媒体数である第２の数量データと、
　遊技客が遊技するために、自己の口座に残っている数量内で数量または金額を指定して
遊技媒体の引出を行った遊技媒体の数量である第３の数量データと、
　遊技客が前記遊技台から取出した遊技媒体であって所定の操作で再遊技可能な遊技媒体
の数量を前記遊技台毎に計数した計数値である第４の数量データと、
　に基づいて不正行為の有無を判断した結果、不正行為有りと判断された場合、警告信号
を出力する不正判断手段を備えた不正行為検出装置が提供される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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